
第２２０号 ２０２２年４月２０日 

≪2022年 2月の魚油の輸入≫ 出典：財務省貿易統計 

2022年 2月 2022年 1月～2月 

輸入量（トン） 金額（千円） 単価（千円/トン） 輸入量（トン） 金額（千円） 単価（千円/トン） 

1,503 573,740 381.8 2,614 908,392 347.6 

 

≪魚油の国際価格≫ （単位：US$/トン） 出典：OIL WORLD 

 2022年 2月 2022年 1月 2021年 2月 

Fish oil, any orig, cif N.W. Eur 2,625 2,600 1,750 

≪幹事会のうごき≫  令和 4年 3月 18日（金）に、第 12回幹事会を Zoomにより開催した。 

・次年度通常総会資料として、令和 3 年度事業報告および令和 4 年度事業計画（案）が了承された。また、総会

講演会の開催についても検討した。 

・公開講演会の開催日、会場および講師の選定をおこなった。 

＜情報＞チリ・ペルーの漁獲量 （単位：トン） 出典：iffo 

 2022年第 12週 2022年第 11週 2022年累計 2021年累計 

チリ 74,616 80,220 485,992 552,179 

ペルー 11,872 299 141,970 530,534 

 

 剣岳 マルハニチロ株式会社  昌子 有 

  もう時効と思われるので、過去の記憶を思い出してみる。筆者が若かりし頃、新田次郎の「劔岳 点の記」で知ら

れる剣岳に登ったことがある。会社の山仲間と、4人のパーティとなった。新宿駅から夜行の急行に乗り、黒部アル

ペンルート経由の普通のアプローチで、剣沢のテント場に陣取った。そこから見上げる剣岳は、一体どこにルート

が有るのかと思うほど、急峻な岩壁に囲まれていたが、登攀意欲は充実していた。 

  登山当日は、午前中は良い天気で、快調にペースを上げ、予定よりかなり早く、頂上に立つことができた。狭い

頂上に人が多くなってきたので、名残り惜しい気分だったが、30 分程で、頂上を後にすることにした。下降路の最

難関である「カニのヨコバイ」も、無事に通過し、平蔵のコルに降り立って、安堵感の中、パーティの先頭を歩いて

いる時だった。 

  背後で鈍い音がした。立ち止まっていると、3 番めを歩いていた仲間が、追い付いて来た。最後尾の仲間が、平

蔵のコルから滑落したと。そこからは、それまでの余裕とは打って変わって、必死となった。滑落した仲間を、コル

に建つ避難小屋に担ぎ上げ、仲間の一人に、麓でのヘリの救助要請を託した。どうやら、不注意で浮石に乗ってし

まい、それとともに、滑落したようだ。浮石といっても、抱えるくらいの大きさで、それが、本人の左くるぶしを直撃し、

左足先の複雑骨折となった。 

  午後からはガスが立ち込めていた。ヘリは、視界が悪いと、飛んで来ない。負傷者を避難小屋に置いたまま、6

時間程待った。当日の搬送を諦めかけていた時、ガスが一瞬晴れ、なんと、その間隙にヘリがやって来た。急斜面

上 50cmの高さのホバーリング技術にも感動しているうちに、手際よく、負傷者は運ばれて行った。我々は取り残さ

れた。感動が失望に変わっていた。負傷者とともに、ヘリに乗せてもらえると(勝手に)思っていただけに。辺りは薄

暮どころか、雷鳴が響き渡っており、登り 3時間の道程を、1時間半足らずで、一目散に下った。 

  先に下りた仲間が待つテントへ、転がり込むように到着。雷雨が激しく、電撃への恐怖を覚えた。この恐怖と、負

傷者への心配、事故への後悔と反省が交錯し、精神状態は非常に苦しかった。そんな時、テントで待っていた仲

間が用意してくれていた食事。確か、魚の缶詰と、みつ豆が有った。そう言えば、事故発生から、水すら摂っていな

かった。この食事によって不思議なことに、現実は何も変わっていないのに、不安感が緩和されて行ったのである。

食事は大事なんだなと、改めて知った思い。なお、負傷者が当日、病院へ搬送されていなかったら、その左足は切

断であったと、後で聞かされた。山の神と、関係各位に、心より感謝した次第である。 
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